
大
南
関
与
六
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一
+
↓
日
傭
mu--掴
蝿
個
物
価
局
可
【
侮
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一
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一
同
副
“

u
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諭

叢

禁

嶋

曹

清
涼
飲
料
税
論
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
法
事
博
士
神
戸
正
雄

限
界
粧
漕
撃
ミ
制
度
経
済
皐
・
・
・
・
立
問
中
博
士
米
田
庄
太
郎

崎

市

銀

の

理

論

・

・

・

-

文

革

博

士

吉

岡

田

保

馬

現

高

経
横
山
中
史
基
礎
論

幕
末
の
商
社
回
目

セ
イ
の
販
路
説
に
就
て

シ
ー
ピ
イ
ト
ホ
ブ
の
景
拭
術
環
論

雑

錐

伊
太
利

ω
財
政
経
満
足
北

経
済
理
論
ご
純
情
史
-
-

垣
岩
外
国
純
清
雑
誌
主
要
論
題

UU

革

J
J

-
純
消
申
士

細
川
問
問
中
士

制
掛
川
明
士

制

済

同
ρ

士

抑

前

期

士
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経
潰
理
論
ミ
粧
掛
史

j四百

ilT. 

!峨

{阜

口
回
国
『
O
E正
教
授
は
、
国

R
m己
君
。
早
宮
町
内

B
E
同
n
T

ロ
O
B日
出

E
ロ
司
令
官
中
阿
古
3

k
聞
し
て
獅
迎
に
於
け
る
経

消
史
研
究
文
献
を
柳
川
叫
し
、
そ
の
際
由
。
E
Z
R
の
ロ
司
足
。
目

ι何
百
一
向
同
品
目
E日

5
5
5
t印
刷
介
批
評
し
た
。
日
く
『
仙
の
所
閥

資
本
主
識
は
仙
象
概
念
削
ち
瑚
愉
白
謝
象
で
あ
る
。
経
験
制
拍
車

-
と
し
て
の
資
本
主
義
の
彼
の
如
吉
取
扱
方
は
、
阪
史
的
と
は
考

へ
ち
れ
な
い
云
々
』
と
o
m
o
E
E
2
は
之
に
封
し
て
、
同
n
o
E
J
H
O

z
 

d
H句。
4
2
ι
開。
ouo自
民
国
訪
問

0
4
た
る
一
文
主
公
に
し
て
多

雑

総

組
誠
瑚
耐
と
翻
憐
虫

く
の
経
消
史
家
心
態
度

E
批
判
し
、
理
論
止
問
問
史
と
の
桐
側
々

係
配
給
宮
、
自
己
の
立
場
を
明
か
に
し
て
以
一
1
彼
自
大
著
に
針

す
る
同
組
の
非
維
を
締
誕
し
よ
う
と
し
た
。

一
雌
史
観
と
し
て

傾
刷
叫
す
べ
き
鮎
が
少
く
な
い
。
依
っ
て
そ
の
大
裂
を
と
L
に
紛

介
し
た
い

k
以
ム
。

目
。
日
目
立
政
先
づ
〕
舵
K
桜
山
民
一
哉
の
軌
る
べ
き
強
度
日
づ
い

て
叫
叫
べ
て
居
る
。
削
ち
側
々
の
事
貨
を
取
川
叫
ふ
K
し
で
も
、
政

治
欣
間

E
取
扱
ふ
に
し
て
も
、
出
冊
史
日
試
が
枇
も
一
一
札
泣

L
K付
れ

ば
な
ら
た
い
事
は
、
全
酬
加
と
り
附
係
に
於
て
考
へ
る
と
い
ム
事

で
あ
る
。

Mm
山
院
の
主
題
と
し
工
と
の
『
全
般
』
た
る
も
の
は
無
数

に
白
什
点
す
る
が
、
先
づ
時
間
(
例
へ
ば
ル
ネ
ッ
リ
Y

ス
)
、
内
務

(
例
へ
ば
銀
行
〉
、
笈
川
(
例
へ
ば
ロ

y
v
y
市
)
の
三
つ
に
犬
別

す
る
事
が
川
来
る
P

と
れ
等
は
又
一
民

μ
旬
抗
的
た
る
『
金
制
』
に

従
回
掴
す
る
。
卸
ち

C
E〈
耳
目
【
回
一
回
件
。
与
に
詰
到
法
し
て
、
途

に
は
『
人
類
存
在
山
一
謎
』
を
解
く
事
・
と
た
る
の
で
あ
る
が
、
E
D

人
抑
制
限
民
の
意
味
白
解
決
は
甘
由
申

ι侠
た
ね
ば
た
ら
た
い
。
科

協
二
十
九
巷

一

t再

就

Ji. 
li 
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雑

鋭

紐
油
開
班
論
と
純
油
田
氏

闇
牢
者
は
経
胎
し
得
る
現
象
の
意
味
及
び
相
互
関
係
の
研
究
に
渦

足
し
一
な
け
れ
ば
友
ら
ぬ
。
デ
ィ
ル
タ
イ
は
現
象
界
主
人
間
精
榊

の
投
影
と
し
て
図
家
・
法
律
・
経
済
組
織
・
宗
教
・
背
離
・
美
皐
等

の
方
面
に
分
ち
、

之
を
文
化
閥
系
〈
同
己
2
4
4
E
2
5
)
主
呼
ん

で
居
る
u

此
等
の
文
化
閥
系
は
人
間
精
神
を
表
明
す
る
第
叫
仙
の

も
の
む
あ
っ
て
、
偶
て
の
開
史
的
事
貨
は
結
局
何
札
か
の
一
文
化

型
車
ζ

暗
豆
町
「
く
き
も
う

E
b
る。

I
t
t
v
v
J
6
v
 

特
殊
科
感
は
此
等
の
文
化
惜
系
を
猟
立
民
研
究
し
、
い
は
い
忌

事
貨
の
合
理
的
研
究
或
は
智
的
把
握
の
夫
ミ
の
態
様
で
あ
る
。

政
治
皐
・
訟
律
曲
学
・
縦
桝
皐
等
占
呼
ば
れ
る
も
の
が
、
と
れ
で
あ

る
。
然
ら
ば
.

陪
史
家
は
特
殊
事
買
を
環
の
一
節
と
し
て
見
る

べ
き
も
の
な
る
以
上
、
諸
積
の
文
化
閥
系
を
熟
知
し
て
そ
の
根

本
要
素
及
び
相
刷
々
係
主
十
分
現
解
し
た
け
れ
ば
な
ち
な
い
。

と
の
迎
鮮
に
最
も
大
切
志
の
は
特
殊
科
撃
の
理
論
で
あ
る
。
間

ち
好
事
家
た
ら
ざ
ら
ん
'
と
す
る
隠
史
家
は
、
彼
の
研
究
部
門
に

於
け
る
現
愉
を
十
分
知
ら
た
け
れ
ば
た
ら
た
い
。
理
論
た
く
し

理
論
は
揺
史
の
科
帥
型
的
叙
越
の
前
提
傑
件
で
あ

て
隠
史
な
し
、

る。

第
二
十
九
巻

第

椀

五
芳三

こ
の
議
論
は
謄
史
が
科
串
a
と
し
て
先
づ
穎
は
れ
も
ι
往
古
以

来
、
不
避
の
畏
理
を
持
っ
て
居
る
。
叶
F
E
n
-
E
Z
も

3-ち』
E

も
共
に
政
治
及
び
戦
術
に
通
暁
し
て
居
た
た
め
不
朽
の
著
作
を

践
す
事
が
山
川
来
た
。
成
程
政
治
史
に
於
て
は

現
命
的
恭
儲
の

必
要
は
、

他
の
陪
史
に
が
、
け
る
上
り
も
明
白
で
沿
い
。
け
札
E

も
理
論
の
必
要
は
勿
論
の
と
主
で
あ
っ
て
、
政
治
史
家
に
京
主

園
と
共
和
園
L
と
の
別
、
或
は
具
っ
た
政
治
組
織
の
下
に
於
け
る

欣
態
の
差
別
等
の
緋
川
力
が
丘
い
と
は
考
へ
ら
れ
ぬ
。
他
の
部

門
の
憾
史
に
於
け
る
理
論
の
些
嬰
は
谷
k
明
白
で
あ
る
。
法
律

の
知
識
無
く
し
て
法
制
史
を
書
か
う
L

と
す
る
者
は
な
い
。
宗
教

史
家
は
宗
教
の
珂
論
争
-
欠
く
事
E
m刊
・
泣
い
。
峨
史
家
亦
然
り
。

か
く
の
如
君
事
bz
今
夏
ら
し
く
述
べ
る
事
は
大
人
げ
た
い
け
れ

P
」
も
一
部
門
の
幌
市
民
に
は
と
の
議
論
が
徹
底
し
て
居
な
い
以
上

致
し
方
が
・
た
い
。
そ
れ
は
経
済
史
で
あ
る
。
或
る
代
表
的
経
済

史
家
は
、

理
論
を
無
用
硯
ず
る
の
み
な
ら
や
、
却
っ
て
之
を
研

究
の
障
碍
物
・
と
き
へ
考
へ
る
の
で
あ
る
。



経
済
史
に
注
意
を
向
け
て
居
る
多
〈
の
、
苔
中
へ
部
分
の
国
間
史

家
は
、
経
消
曲
曜
に
依
っ
て
揖
出
せ
ら
れ
て
居
る
理
論
に
殆

E
無

智
で
あ
る
。
勿
論
或
る
程
度
の
も
の
は
持
っ
て
居
る
が
、
い
は

い
え
常
識
的
の
も
の
で
科
接
的
理
仰
と
隅
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
は

危
い
り
そ
の
紡
州
市
制
鉱
物
は
無
鍛
K
川
る
が
、
従
ら
に
置
を
増

加
す
る
に
過

F
広
い
。
事
宜
は
珠
敬
玉
白
燥
注
も
の
で
あ
る
υ

珠
政
を
作
る
に
は
綿
が
必
挺
で
あ
る
。
結
合
抑
制
川
ど
も
し
て
は
如

何
な
る
椛
瓜
も
満
足
な
作
品
を
生
み
出
す
事
が
出
来
丘
い
。

叶
・
回
。
官
E

の
落
大
左
る
著
作
が
そ
の
例
で
あ
る
。
偉
大
な
る

抗
力
の
結
晶
で
は
あ
る
が
.
経
済
氏
、
或
は
皐
に
農
業
、
及
び
物

関
山
服
史
を
な
し
て
居
る
だ
ら
う
か
。
物
倒
史
等
と
稽
す
る
が

如
き
も
の
は
有
り
得
左
ぃ
。
何
と
な
れ
ば
物
備
は
経
済
後
建
白

各
階
段
に
時
間
じ
て
具
っ
た
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ

自
身
何
ら
志
味
た
き
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

経
消
史
が
訓
輸
を
無
山
附
す
る
人
々
に
依
つ
て
の
み
書
か
れ
た

と
す
る
事
は
間
連
ひ
か
も
し
れ
な
い
。
堅
富
な
現
愉
的
基
礎
D

雑

長島

組
済
理
論
と
紐
湾
史

上
に
立
ち
、
経
梢
史
止
見

ιれ
る
多
〈
の
著
作
が
存
す
る
か
ら

で
あ
る
。
然
し
よ
〈
見
れ
ば
純
減
理
論
よ
り
も
寧
ろ
政
治
法
制

の
瑚
愉
に
基
〈
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
。
と
の
黙
は
己
に

P

ロ
品
目
『
が
強
調
し
た
別
で
あ
っ
て
、
官
際
は
り
。
目
u
n
F

が
指
摘

し
た
以
上
で
あ
る
と
思
は
れ
る
か
ら
、
E
L
K
-
-
)
の
者
例
を

車
げ
る
。
(
二
は
政
治
史
的
経
梢
史
で
あ
る
。

一
般
出
世
史
家
か

制
畑
札
た
絡
消
山
民
心
部
分
は
政
治
的
税
法
K
山
町
議
あ
る
も
の
、
ス

は
政
治
組
織
に
依
存
す
る
も
の
占

L
亡
見
地
吐
ら
れ
て
応
り
、

同

235
を
以
て
そ
の
代
表
者
止
す
る
。
(
二
〉
は
訟
制
史
的
経
済

史
で
あ
る
法
制
史
的
研
究
が
経
掛
史
に
役
立
つ
車
山
大
た
る
は

い
ふ
迄
も
友
い
、
が
他
の
科
副
宇
に
疎
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
事
は
経
消

史
研
究
に
と
っ
て
一
の
不
幸
で
あ
品
。
と
の
立
場
の
代
表
者
は

猫
鴻
の
〈
。
コ
出

E
百円

英
凶

U
E
Z何
回
、
で
あ
る
。
(
三
)
は

経
怖
政
策
的
経
消
史
で
あ
る
リ
経
消
史
専
買
を
粧
品
問
生
活
よ
り

も
伯
母
ろ
粧
済
政
策
忙
立
脚
し
て
探
来
し
鹿
川
唱
す
る
。
口

E
ロ
E
咋

E
E
及
び

F
O〈
出
回

m
o
z『

の
大
著
は
仰
ち
争
一
れ
で
あ
る
。
同
者

共
に
経
済
生
滑
に
仰
し
て
居
左
い
か
ら
、
各
組
の
生
産
及
び
分

阻
口
組
織
、
野
草
及
び
そ
の
僚
件
原
因
に
就
て
、
我
々
の
得
る

第
二
十
九
を

筋

線

一
五
七
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雑

総

細
情
瑚
論
と
紹
済
史

所
は
至
っ
て
少
い
。

四

以
上
め
如
古
紙
態
は
何
に
起
因
す
る
か
。
正
常
た
考
胞
無
く

し
て
研
究
に
治
手
せ
る
限
史
家
の
罪
か
。
否
、
#
離
は
寧
ろ
鰹

掛
川
川
論
家
H
師
吐

ιる
ベ
吉
で
あ
る
。
経
桝
史
家
主
正
順

μ
明中

〈刊叫
Ar
酬
を
提
供

L
仰
な
か
っ
た
由
ら
で
あ
る
c

以
下
少
し
く
と

の
事
を
吟
味
し
よ
う
。

先
づ
訓
論
経
消
曜
の
離
で
あ
る
古
典
減
経
済
些
設
及
び
限
界

効
用
息
詰
は
如
何
。
繭
者
共
事
ろ
自
然
科
接
的
斑
愉
で
あ
っ
て

文
化
科
製
に
属
す
る
も
の
'
と
は
認
め
難
い
。
如
何
た
る
欣
態
の

下
に
於
て
も
J
M
H

週
的
に
針
一
に
安
営
す
る
経
消
原
国
を
求
め
、

叉
そ
の
一
耳
ふ
と
と
ろ
は
経
掛
的
均
衡
の
現
諭
の
み
で
あ
っ
て
、

経
験
的
注
生
産
・
維
持
組
織
・
経
情
的
刷
機
等
に
何
ら
及
ぶ
所
が

た
い
。
削
ち
『
経
済
人
』
な
る
耐
が
代
表
す
る
如
く
、
非
官
在
的

抽
象
的
世
界
の
内
に
初
但
し
て
舟
る
の
で
あ
る
か
ら
、
経
済
史

の
基
礎
止
し
て
殺
立
た
泣
い
事
は
明
か
で
あ
る
。
か
〈
の
如
き

理
論
は
多
々
あ
る
が
、
そ
の
中
頭
臨
間
中
波
に
よ
っ
て
強
調
せ
ら

第
二
十
九
巻

第

鏡

四

五
F、

れ
た
『
園
民
経
済
』
・
な
る
範
時
を
見
ょ
う
。
と
の
範
晴
は
問
自
陣

の
有
機
酬
開
設
を
採
っ
た
も
の

E
あ
っ
て
、
経
済
史
家
に
よ
っ
て

時
代
別
の
倒
抽
中
止
し
て
庇
ヒ
朋
ひ
ら
れ
た
。
け
れ
ど
も
己
の
概

念
そ
れ
自
身
に
於
て
は
如
何
な
る
輔
類
の
有
機
関
が
図
民
経
済

ιよ
っ
て
作
ら
れ
て
ゐ
る
か
を
示
す
事
が
出
来
と
い
。
岡
氏
継

演
は
手
工
業
的
基
礎
の
上
に
も
円
安
点
主
義
的
或
は
刷
曾
主
義

的
基
礎

ω
上
に
も
同
桟
に
時
五

L
得
る
o

我
々
が
知
り
た
い
の

位
、
闘
民
糾
済
内
に
於
け
る
個
別
経
済
単
位
の
結
合
の
性
質
或

は
原
理
で
あ
る
。

多
く
の
耕
済
事
賓
の
分
類
は
数
多
の
終
消
史
家
に
依
っ
て
試

み
ら
れ
て
居
る
。
経
済
護
達
階
段
読
主
鳩
糊
す
る
も
の
が
そ
れ

で
あ
る
。
支
阻
的
生
産
形
式
に
依
っ
て
時
代
や
図
民
主
直
分
せ

ん
'
と
す
る
試
み
は
往
古
か
ら
あ
っ
た
。
例
へ
ば
〉

E
E
E
E
の

如
き
は
そ
れ
で
あ
る
。
彼
は
金
儲
け
主
財
の
自
然
取
得
主
主
針

比
し
て
人
間
生
活
を
分
類
し
て
居
る
が

と
の
方
法
は
後
世
に

侮
つ
で
十
八
世
紀
中
最
も
喧
侍
せ
ら
れ
、
印

E
F
の
大
著
に
も

甚
だ
重
要
在
地
付
を
山
め
て
居
る
。
猫
逸
に
於
て
最
初
此
の
訟

を
刑
ゐ
た
の
は
ピ
且
で
あ
る
。
此
を
大
成
し
た
り
は
印
n
r
E
I



〉

Z
認
で
あ
っ
て
、
彼
に
よ
れ
ば
維
持
の
設
建
は
、
狩
猶
・
漁
扮
・

牧
畜
・
定
住
農
業
・
手
工
業
止
商
業
・
工
業
の
六
朋
に
分
た
れ
る
。

と
の
直
分
の
標
準
は
、
生
産
の
三
要
素
(
勢
働
・
土
地
・
資
本
)
が

欲
望
充
足
に
貢
献
す
る
性
質
及
び
説
度
、
削
ち
生
産
般
態
で
あ

る
。
と
の
概
念
は
縦
油
開
制
純
等
の
徐
り
に
重
刷
さ
れ
た
い
一
初
期

に
於
て
は
或
時
間
の
な
誌
を
持
つ
け
れ

E
も
、
高
度
に
遊
山
山
せ
る

則
合
に
は
耐
用
し
難
い
。
我
々
の
問
問
'
と
す
る
附
は

4
所
欣
叫
聞

の
内
務
印
ち
武
官
階
殺
。
分
業
噌
技
術
ゅ
分
配
組
織
・
経
済
問
単
位
等

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
生
産
耽
熊
た
る
~
誌
を

彼
の
如
く
.

『
経
消
生
活
欣
態
』
の
意
味
に
則
ゐ
ょ
う
と
も
例
ら
間
山
闘
の
解

決
止
は
な
ら
左
い
。

固
と
の

F
Z
は
右
と
異
り
、
財
が
生
産
者
か
ら
消
費
者
に
渡
る

道
相
の
長
さ
を
椋
準
止
し
て
、
封
織
的
家
内
経
情
・
都
市
経
済
・

閤
民
経
消
の
三
階
段
に
分
っ
て
照
る
o

と
の
国
分
は
多
く
の
史

口
ま
が
承
認
す
る
別
で
あ
れ
夕
、
各
階
段
が
夫
記
特
典
性
を
有
す
る

事
は
疑
ぴ
得
と
い
。
け
れ
ど
も
交
換
讃
挫
の
長
苫
が
と
の
直
分

を
特
徴
づ
け
て
腐
る
止
は
信
じ
ら
れ
ぬ
。
例
へ
ば
パ

Y
E得
る

の
に
、
小
さ
い
パ
ン
屋
か
ら
で
あ
ら
う
と
資
本
一
家
的
工
場
か
ら

雑

録

組
済
問
諭
・
と
細
細
問
虫

で
あ
ら
う
止
、
或
は
消
費
組
合
か
ら
で
る
ら
う
在
、
生
産
者
か

ら
消
費
者
へ
波
る
道
程
の
長
さ
に
一
向
費
p
は
た
い
。
か
さ
云

っ
て
此
等
の
本
質
的
に
異
る
経
消
組
織
を
同
一
物
と
見
倣
し
て

上
か
ら
う
か
。
勿
論
社
合
主
義
の
岡
家
に
於
て
は
利
廿
慨
を
目
的

止
し
て
生
産
せ
ら
る
の
で
は
む
い
之
容
へ
る
で
あ
ら
う
が

の
事
は
取
り
も
直
さ
十
時
代
の
匝
分
虻
他
の
棋
轄
を
求
め
て
屈

ゐ
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
出

M
E
m
o
E
E
め
白
熱
・
貨
幣
及
ぴ
伝
川
料
掛
心
開

分
は
如
何
。
軍
貼
は
自
然
経
済
貨
幣
経
済
の
別
で
は
な
く
、
問
中

ろ
自
給
経
済
企
否
占
の
別
に
世
か
る
べ
き
で
あ
る
。
又
貨
幣
縦

横
と
信
用
経
済
止
の
直
分
は
、
円
。
『
ロ
も
段
位
指
摘
せ
る
如
く
、

貨
幣
の
最
重
要
左
傾
値
尺
度
在
る
機
能
を
無
減
し
て
の
議
論
で

あ
る
。
正
し
く
は
現
金
総
消
と
信
用
経
怖
と
に
分
た
る
べ
き
で

あ
ら
う
が
隔
者
共
や
は
り
貨
幣
経
済
で
あ
る
。
況
ん
や
高
度
の

経
済
組
織
の
下
に
於
て
は
、
信
聞
は
財
の
交
換
と
削
係
た
き
特

殊
の
事
柄
た
る
に
於
て
を
や
。

:n" 
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雑

銑

紐
済
瑚
論
と
極
端
問
虫

然
ら
ば
経
済
現
象
を
区
分
し
叙
越
し
は
つ
相
互
闘
係
主
求
む

る
に
依
す
所
な
吉
一
概
念
は
何
か
。
『
経
梢
組
織
』
(
F
o
o
n
o
g
e

E
H
n
ω
百
耳
目
)

こ
れ
で
あ
る
。
経
憐
組
織
と
は
、
物
質
的
欲
望

直線 fll1' ik' る
;占 }Ij ~ilIJ 先月i
に王、 t 白

川~\統(ロ〉るも
l山市IJ 品位 Iヰ の
す 怖がj で
る f鳥師、あ

様言動!Ilhつ
にす及般て
鱒 tt.. 7): J'J 
形ばモ:fそ
す 終 ω 三!の
る梢相識榊
1語の互の成ー
に 形 ， / 副 総嬰 1哩
Hl式係阻栄 位
ゐ、在、はと
ら(ハ)叫と 4曲 、 し
る外定言(イ)て
ミ古i すす経理
1& 0_) る れ 悼t世fy/.

Vlli "1 タト !;f" irri さ
的然的抱L 動れ
工.:組桝 E 得

E
充
足
し
準
備
す
る
一
銭
械
の

夫
、
の
三
者
で
あ
る
。
と
の
三
者
は
更
に
共
間
的
に
は
左
の
如

き
態
様
を
と
っ
て
現
は
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
現
は
れ
方
如

何
に
よ
っ
て
粧
枠
組
織
に
差
異
を
生
宇
る
の
で
あ
る
o

刊
料
品
川
(
経
済
目
的
〕

l
l↓
臼
然
的
欲
墜
充
足
主
龍
、
利
益

、
午
義
二
体
統
主
義
、
合
時
主
義
、
三
辿
帯
主
義
、
側
別
主
義

〔

(

ロ
形
式
(
税
制
及
組
織

)
!
l
一
制
限
司
白
山
、
二
生
産
手
段

(

(

(

 

の
私
有
又
は
公
一
旬
、
=
一
経
消
的
民
主
主
義
又
は
世
族
全
義
、
問

(

(

 

)

)

 

集
中
、
凡
す
故
、
花
自
家
用
生
産
-
市
場
生
産
‘
六
個
人
的
金

(

〔

業
、
計
曾
化
さ
れ
た
企
業

経由1(ハ〉
済(三)技
官主組術
主主織方
の的法

喜平 l
代主11(ー〉
は織経

的験
右的
心、

如 手十日
く 皐竺
理的高
官会A 、 肺日，.
的(二〉ー
に静宍
直止 O
分的
せ、

る麹
各革
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プミ

経
済
組
織
と
ま
さ
に
ね
合
す
る
。
経
消
時
代
主
は
終
消
生
活
が

一
定
の
経
済
組
織
に
属
す
る
特
徴
を
具
現
す
る
雌
史
上
白
一
党

時
期
を
い
ム
。
而
て
終
消
組
織
の
山
崎
川
他
民
は
規
則
的
な
刷
所
主

礼
る
事
が
川
市
消
る
。

と
の
順
序
ほ

一
維
持
組
織
内
に
火
山
組

織
の
織
起
配
備
ム
力
が
内
在
す
る
限

U
、
心
制
法
川
に
基
く
も

の
で
あ
っ
て
、
経
消
的
民
主
々
品
止
世
族
主
義
L
C

の
交
互
交
替

の
如
き
は
そ
の
最
も
明
白
た
る
も
の
で
あ
る
。
手
工
業
的
組
i

紋

は
民
主
々
義
、
資
本
家
的
組
織
は
貴
族
主
義

組
合
消
費
組
合
等
・
弐
白
川
内
主
々
義
的
組
織
に
移
ち
ん
と
す
る

傾
向
が
随
所
に
現
は
れ
て
居
る
。

而
て
今
や
妙
倣

経
梢
組
織
を
雌
れ
て
糾
消
生
活
を
す
る
事
日
出
来
な
い
。
帥

ち
総
て
の
経
済
組
織
は
既
に
そ
の
腕
芽
を
他
内
総
消
組
織
の
巾

一
時
代
の
米
川
は
尖
の
時
代
の

に
持
っ
て
居
る
の
で
あ
っ
て

初
期
b
f
形
成
す
る
c

と
れ
を
混
合
明
戒
は
湖
波
山
j

と
呼
び
、
設

法
の
頂
貼
に
漣
し
た
純
特
則
ル
」
旧
制
す
る
。
初
期
資
本
主
義
・



高
度
資
本
主
義
・
後
期
資
本
主
義
の
別
は
印
有
そ
れ
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
‘
粧
消
組
織
の
概
念
及
ぴ
そ
れ
に
基
い
て
立
て

ら
れ
た
経
尚
生
活
。
現
諭
は
、
経
伴
史
研
究
に
賀
来
を
生
ま
し

め
る
事
が
山
山
市
る
n

経
済
史
ハ
主
主
、
自
家
白
系
統
的
淵
論
な
き

危
険
、
及
び
異
質
山
、
王
閣
を
取
扱
ふ
た
め
に
立
て
ら
れ
た
原
理

に
従
ム
危
険
か
ム
救
川
ず
市
中
が
山
米
る
。
然
る
に
ロ
2
2
?

《

H
m
E
m
同
MH唱
に

UN--ω
】出

E

は、

同
州
四
巴
経
済
史
を
そ
の
政
明
よ
り

現
在
に
主
る
ま
で
取
抜
へ
る
も
の
な
る
に
も
拘
ら
十
ー

院
民
主

し
て
承
認
せ
ら
れ
た
い
。
『
似
の
一
資
本
主
訟
は
机
象
印
刷
念
別
ち

現
論
の
割
品
部
で
あ
る

雨
皮
資
本
生
議
時
代
た
る
請
は
近

代
粧
品
開
設
誌
の
係
史
的
記
述
と
は
世
だ
相
越
し
て
ゐ
る
い
等
止
。

而
も
『
み
一
附
一
紘
巴
に
共
通
す
る
資
本
主
義
的
現
象
の
朗
自
伝
る

分
析
は
彼
の
功
績
に
帥
せ
ね
ば
た
ら
ぬ
。
然
し

』
・
と
い

ふ
に
至
つ
て
は

ま
さ
に
と
の
著
作
の
係
史
と

L
て
の
倒
値
を

一
哉
書
き
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
こ
の
事
を
若
干
命
じ
」
う
。

占，、

先
づ
一
般
悟
史
と
特
殊
一
昨
史
と
の
別
を
吟
味
し
た
け
れ
ば
た

雑

体

魁
掛
四
諭
と
組
桝
史

ら
ぬ
。
揺
史
は
常
に
個
別
的
・
な
る
賞
在
を
そ
の
個
別
性
に
於
て

叙
辿
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
釘
象
が
具
閥
的
事
官
な
る
以

上
時
間
空
間

ι制
約
せ
ら
れ
る
の
は
巴
む
を
得
な
い
が
、
然
し

側
川
は
特
殊
と
岡
崎
る
事
に
注
窓
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

定
保

円
白
下
に
於
て
時
、
場
所
に
拘
ら
十
同
様
た
る
欣
態
を
以
で
反

相
叫
生
組
ず
る
事
柄
を
代
表
的
或
は
集
倒
的
事
柄
主
呼
ぴ
、
そ
の

取
倣
に
尚
つ
亡
は
、
個
々
の
個
別
主
椙
凋
に
取
ほ
ふ
場
合
左
慢

る
。
後
者
は
山
ち
個
別
の
特
殊
的
取
扱
ひ
即
ち
特
殊
限
史
で
あ

る
。
央
制
銀
行
史
、
中
世
絞
済
史
の
一
如
き
そ
れ
で
あ
る
。
此
の

如
吉
特
殊
仮
決
は
今
倫
優
位
在
市
め
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
特

に
終
消
史
に
於
て
は
集
図
的
事
柄
の
一
般
的
取
扱
己
そ
犬
切
で

あ
り
、

史
的
研
究
の
効
某
が
多
い
の
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
一
般
性
の
程
度
は
立
場
に
よ
っ
て
具
る
。
倫
教
訓
甜

行
史
は
英
図
銀
行
史
に
と
っ
て
は
特
殊
脱
皮
で
あ
り
、
後
者
は

又
一
般
銀
行
史
に
と
っ
て
は
特
殊
幡
史
で
あ
る
。
然
ら
ば
印
。
，

は E
近。ュ
ftO I土
資如
本 何
主 t主
義る
の立
議場
建か
t亡ち

的資
しヰ.
て主
指 義
導 E
的見

たた
P か
.1-"1.. 0 

2問
題

而
も
欧
洲
各
閣
に
共
泊
T
る
経
済
現
象
は
何
れ
で
あ
る
か
に
あ

第
二
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雑

紘

極
掛
理
論
と
紐
済
此

る
を
以
て
、
勢
ひ
各
岡
の
仙
別
的
特
殊
性
を
無
硯
し
、

特
徴
を
捉
へ
る
宜
ず
に
全
力
首
選
し
た
。
削
ち
由
民
い
範
囲
。
一
般

一
般
的

的
立
場
に
立
っ
た
白
で
あ
る
。
然
れ
ば
主
て
特
殊
研
究
主
怠
つ

た
わ
け
で
は
た
い
。
特
妹
研
究
は
一
般
研
究
を
徒
主
県
富
に
す

b
b
O
E
b
7位
。
勿
論
岨
一
米
な
摘
に
於
て
視
援
が
な
加
と
ほ
一
耳

へ
ぬ
。
け
れ
ど
も
こ
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
自
耳
義
銀
行
の
設

立
が
一
八
三
三
年
で
あ
ら
う
と
、

}
八
三
五
年
で
あ
ら
う
と
、

重
要
性
に
麹
D
は
な
い
。
要
は
例
麓
の
事
賓
が
油
首
の
時
、
誼

首
の
場
所
に
割
嘗
て
ら
れ
て
居
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
か
く
の

如
き
過
去
の
取
扱
方
は
い
は

r最
償
義
に
於
け
る
『
一
般
出
世
史
』

モ
ノ
グ
ラ
フ
や
極
度
に
特
殊
化
し
た
研
究
を
締
ふ

で
あ
っ
て
、

に
不
可
献
の
も
の
で
あ
る
。

要
之
、
凹
O
B
E誌
は
、
経
済
理
論
主
経
済
史
と
の
協
同
閥
係

の
陶
明
、
換
言
す
れ
ば
統
一

E
企
て
与
を
の
原
理
主
『
経
済
組

織
』
に
求
め
、
経
済
組
織
の
推
移
を
心
理
法
則
に
蹄
し
て
居
る
の

で
あ
る
。
経
済
設
建
の
心
理
事
的
説
明
は
、

ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム

乃
至
ア
イ
デ
ア
り
ズ
ム
の
流
れ
を
汲
め
る
も
の
で
あ
ら
う
。
而

第
ニ
十
九
巻

一一一一

A

第

班

穴

も
問
題
。
枇
曾
皐
的
公
式
化
と
い
ふ
賠
に
於

τ、
彼
は
決
定
的

に
マ
ル
グ
ス
の
影
禅
を
受
け

τ居
る
。
そ
の
結
果
、
近
代
資
本

主
義
主
、
歴
史
上
一
回
限
り
D
、
且
つ
酔
駒
内
属
紳
の
瀬
現
せ

る
、
隠
史
的
個
別
性
で
あ
る
主
し
、
却
っ
て
紐
消
費
建
の
酔
時
即

特
性
は
問
題
外
に
置
か
る
る
事
在
な
っ
た
。
か
く
て
彼
は
一
部

批
許
家
か
ら
は
歴
史
家
広
非
さ
る
が
蜘
吉
非
剃
を
受
く
る
に
到

っ
た
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
従
来
属
h
k

行
は
れ
た
る
が
如

き
経
憐
護
態
の
一
一
問
的
観
察
を
排
除
し
、
包
括
的
危
る
経
済
組

織
の
概
念
及
び
そ
の
護
展
の
理
論
を
以
て
経
消
む
裂
建
主
理
解

せ
ん
・
と
す
る
酢
聞
に
於
て

叉
経
済
史
に
あ
り
て
は
、
他
白
部
門

の
歴
史
と
具
P
、
特
殊
性
よ
り
も
事
る
一
般
性
主
重
腕
す
べ
き

で
あ
る
と
な
せ
る
鮪
に
於
て
、
経
済
史
研
究
上
参
考
に
費
す
べ

き
も
の
が
少
〈
た
い
と
思
ム
の
で
あ
る
。


